
令和元年度 第2回 岡山県道路メンテナンス会議
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【
機

密
性

２
】

令
和
元
年
度

研
修
・
講
習
会
、
広
報
活
動
等
の
実
施
状
況

■
研
修
・
講
習
会
の
実
施
状
況

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

議
主

催
・
岡
山
県
主
催

研
修
名

対
象
者

参
加

人
数

開
催
日

1
橋

梁
点

検
実

習
岡

山
理

科
大

学
生

2
5
人

R
元

.6
.2
1

2
橋

梁
点

検
実

習
岡

山
大

学
生

4
8
人

R
元

.8
.8

資料１-1

研
修
・
講
習
会
名

対
象
者

参
加

人
数

開
催
日

1
点
検
支
援
技
術
活

用
講
習
会

国
・
地
方
自
治
体

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

2
5
名

R
元

.7
.1
7

会
場
：
岡
山
市

2
ト
ン
ネ
ル
点
検
見

学
会

国
・
地
方
自
治
体

1
6
名

R
元

7
.2
2

会
場
：
高
速
道
路

3
定
期
点
検
要
領
の

見
直
し
に
伴
う
実

務
講
習
会

国
・
地
方
自
治
体

2
7
名

R
元

.9
.1
7

会
場
：
備
前
市

4
定
期
点
検
要
領
の

見
直
し
に
伴
う
講

習
会

国
・
地
方
自
治
体

2
2
名

R
元

.1
0
.8

（
Ｔ
Ｖ
会
議
）

■
取
り
組
み
紹
介

研
修
・
講
習
会
名

対
象
者

参
加

人
数

開
催
日

1
橋
梁
保
全
に
関
す

る
講
習
会

自
治
体
職
員
（
1
2
名
）
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

及
び
土

木
建

設
会

社
（
1
1
名
）

2
3
人

R
元

.6
.2
7
～

2
8

２
日

間

2
道
路
構
造
物
の
点

検
と
対
策
（
基
礎
）

講
座

自
治
体
職
員

8
人

R
元

.6
.1
4

１
日

3
岡
山
県
橋
梁
保
全

実
践
講
座

自
治
体
職
員

3
7
人

R
元

.1
0
.1
5
～

1
6
：

赤
磐
会
場

【
参
加
者
：
2
3
名
】

R
元

.1
0
.1
7
～

1
8
：

真
庭
会
場

【
参
加
者
：
1
4
名
】

4
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

自
治
体
職
員

3
4
人

R
2
.2
.5

１
日

1



【
機

密
性

２
】

令
和
元
年
度
職
員
の
技
術
力
向
上
に
関
す
る
取
組
状
況

開
催

日
：
R
元

.7
.1
7

参
加

者
：
自

治
体

職
員

（
1
0
名

）
、

建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

（
1
5
名
）

計
２
５
名

○
目

的

道
路

管
理

者
及

び
点

検
従

事
者

に
お
い
て
、
点

検
支

援
議

技
術

に
対

す
る
理

解
を
深

め
、
自

ら
の
定

期
点

検
で
活
用
す
る

座
学

：
「
新

技
術

利
用

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（案

）」
に
基
づ
く
活
用
の
流
れ

発
注

者
（
道

路
管

理
者

）
が
求

め
る
活

用
目

的
の
明

確
化

活
用

目
的

に
応

じ
た
技
術
の
選

定
な
ど

現
地

：
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物

の
う
き
・剥

離
の
非
破
壊
検
査

技
術

の
デ
モ

○
実

習
内

容

○
実

施
日

・
参

加
者

・
他

の
技

術
も
紹

介
し
て
欲

し
い

・
機

会
が
有

れ
ば
今

後
も
参

加
し
た
い

○
受

講
者

か
ら
の
意

見
・
感

想

■
点
検
支
援
技
術
活
用
講
習
会

■
ト
ン
ネ
ル
点
検
見
学
会

開
催

日
： H

3
0
.6
.2
1

参
加

者
：
自

治
体

職
員

（
9
名

）
国

職
員
（
7
名
）

計
１
６
名

座
学

：
ト
ン
ネ
ル
点

検
車

に
よ
る
点

検
の
説

明
現

地
：
ト
ン
ネ
ル
点

検
車

に
よ
る
点

検
の
実

施
状

況
見

学
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
技

術
紹

介

○
実

習
内

容

今
後

の
ト
ン
ネ
ル
点

検
の
参

考
と
す
る

○
目

的

○
実

施
日

・
参

加
者

2



【
機

密
性

２
】

令
和
元
年
度
職
員
の
技
術
力
向
上
に
関
す
る
取
組
状
況

開
催

日
：
R
元

.9
.1
7

参
加

者
：

自
治

体
職

員
（
2
4
名
）

国
等

（
3
名
）

計
2
7
名

○
目

的

「
特

定
の
条

件
を
満

足
す
る
溝

橋
の
定

期
点
検
に
関

す
る
参

考
資

料
」
の
周

知
し
活

用
促
進
を
図

る

座
学

：
道

路
橋

定
期

点
検

要
領
の
改

訂
自

ら
橋

梁
点

検
に
向

け
た
取

り
組

み
に
つ
い
て

実
習

：点
検

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿

っ
た
損

傷
区

分
を
判

定
し
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

施

○
実

習
内

容

○
実

施
日

・
参

加
者

・
点

検
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
視

点
で
診

断
す
る
の
か
、
基

準
と
な
る
目

安
は
ど

う
い
っ
た
部

分
か
な
ど
、
疑

問
に
感

じ
て
い
た
点

が
現

地
講

習
を
通

じ
て
理

解
で
き

た ・
初

め
て
聞

く
用

語
ば
か
り
で
し
た
が
、
現

地
の
状

況
を
確

認
し
な
が
ら
学

習
す
る
こ

と
で
理

解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
受

講
者

か
ら
の
意

見
・
感

想

■
定
期
点
検
要
領
の
見
直
し
に
伴
う
実
務
講
習
会

■
定
期
点
検
要
領
の
見
直
し
に
伴
う
講
習
会

開
催

日
：
R
元

.1
0
.8

参
加

者
：
自

治
体

職
員
（
2
2
名
）

・
最

寄
り
の
会

場
が
選

べ
移

動
時

間
が
短

縮
さ
れ
参

加
し
や
す
い

・
点

検
調

書
の
所

見
の
書

き
方

盛
り
込

ん
で
あ
っ
た
の
が
よ
か
っ
た

・
例

な
ど
が
、
今

後
役

立
つ

○
受

講
者

か
ら
の
意

見
・
感

想

座
学

：道
路

橋
定
期
点
検
要
領
の
改

訂
自

ら
橋

梁
点

検
に
向

け
た
取

り
組

み
に
つ
い
て

○
実

習
内

容

○
実

習
内

容

3



【
機

密
性

２
】

令
和
元
年
度
職
員
の
技
術
力
向
上
に
関
す
る
取
組
状
況

開
催

日
：
R
元

.6
.2
7
～

2
8

参
加

者
：

自
治

体
職

員
（
1
2
名

）
、

建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及

び
土

木
建

設
会

社
（
1
1
名
）

○
目

的

橋
梁

や
道

路
構

造
物

を
対

象
に
点

検
や
予

防
保

全
の
た
め
の
知

識
習

得
を
目

的

・
１
日

目
（
座

学
）
：
点

検
の
ポ
イ
ン
ト
、
点

検
記

録
の
方

法
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
解

説
・
２
日

目
（
実

習
）
：
現

地
に
て
、
点

検
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿

っ
た
損

傷
区

分
を
判

定
し
、

点
検

結
果

を
持

ち
寄

り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

施

○
実

習
内

容

○
実

施
日

・
参

加
者

・
橋

梁
保

全
全

般
に
つ
い
て
様

々
な
観

点
か
ら
の
話

が
聞
け
て
勉

強
に
っ
た
。

・
点

検
演

習
で
は
、
説

明
を
受

け
た
う
え
で
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
く
分

か
っ
た
。

・
損

傷
具

合
を
見

な
が
ら
専

門
家

の
話

が
聞

け
る
の
で
良

い
経

験
に
な
っ
た
。

○
受

講
者

か
ら
の
意

見
・
感

想

■
橋

梁
保

全
に
関

す
る
講

習
会

■
道

路
構

造
物

の
点

検
と
対

策
（
基

礎
）
講

座

開
催

日
：
R
元

.6
.1
4

参
加

者
：
自

治
体

職
員
（
8
名
）

主
催

：
（
公

財
）
岡

山
県

建
設

技
術
セ
ン
タ
ー

・
判

定
の
演

習
や
現

場
を
た
く
さ
ん
見

る
研

修
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
良

く
分

か
る

・
工

事
現

場
で
の
問

題
を
ど
の
様

に
解

決
し
た
が
と
い
う
事

例
を
教

え
て
欲

し
い

・
点

検
業

務
の
必

要
性
が
良

く
分

か
っ
た
。

・
維

持
修

繕
費

の
確

保
に
つ
い
て
の
考

え
方

や
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
教

え
て
欲
し
い

○
受

講
者

か
ら
の
意

見
・
感

想

・
座

学
に
よ
る
道

路
構

造
物

（
ト
ン
ネ
ル
や
大

型
カ
ル
バ
ー
ト
な
ど
の
道

路
附

属
物

）
の
点

検
業

務
に
関
す
る
講
習

○
実

習
内

容

4



【
機

密
性

２
】

令
和
元
年
度
職
員
の
技
術
力
向
上
に
関
す
る
取
組
状
況

開
催

日
：
R
1
.1
0
.1
5
・
1
6
：
赤

磐
会

場
【
参

加
者

：
県

0
名
、
市

町
村

2
3
名

】
R
1
.1
0
.1
7
・
1
8
：
真

庭
会

場
【
参

加
者

：
県

3
名

、
市

町
村

1
1
名

】

○
目

的

自
治

体
担

当
者

を
対

象
に
、
小

規
模

な
橋

梁
を
中

心
に
、
直

営
点

検
の
実

施
に
資

す
る
現

場
実

習
を
核

と
し
た
実

践
的

な
講

座
を
開

催

赤
磐
会
場

・
市

町
村

管
理

橋
梁

を
題

材
に
、
現

場
で
実

際
に
も
の
を
見

な
が
ら
点

検
の
ポ
イ
ン
ト
等

に
つ
い
て
研

修
を
行

う
。

→
直

営
点

検
の
実

施
及

び
点

検
業

者
に
対

し
監

督
す
る
立

場
と
な
る
市

町
村

職
員

の
技

術
力

向
上

に
寄

与

真
庭
会
場

○
実

習
内

容

○
実

施
日

・
参

加
者

・
小

規
模

の
実

践
講
座
で
質

問
し
や
す
く
と
て
も
よ
か
っ
た
。

・
点

検
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
判

断
基

準
が
わ
か
り
や
す
く
、
今

後
の
業

務
に
活

か
せ
る
研

修
で
し
た
。

○
受

講
者

か
ら
の
意

見
・
感

想

■
橋
梁
保
全
実
践
講
座

5



【
機

密
性

２
】

令
和
元
年
度
職
員
の
技
術
力
向
上
に
関
す
る
取
組
状
況

■
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

開
催

日
：
R
2
.2
.5
：
岡

山
県

建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
【
参

加
者

：
2
2
市

町
村

3
4
名

】
主

催
：
岡

山
県

○
目

的

自
治

体
担

当
者

を
対

象
に
、
橋

梁
等

の
道

路
施

設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

っ
て
い
く
中

で
、
苦

慮
し
て
い
る
事

案
等

に
つ
い
て
、
県

・
各

市
町

村
の
担

当
職

員
が
意

見
を
出
し

合
い
な
が
ら
方

向
性

等
の
検

討
を
行

い
、
併

せ
て
、
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
技

術
力

の
向

上
を
図

る
も
の
。

事
前

に
、
市

町
村

か
ら
提

出
さ
れ
た
相

談
事

項
等

つ
い
て
、
県

か
ら
の
情

報
提

供
や
意

見
交

換
を
実

施
。

○
実

習
内

容

○
実

施
日

・
参

加
者

○
状

況
写

真

・
各

市
町

村
の
貴

重
な
意

見
や
岡

山
県

か
ら
情

報
提

供
な
ど
が
聞

け
て
、
こ
れ
か
ら
の
業

務
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。

・
職

員
点

検
に
つ
い
て
、
県

や
他

市
町

村
を
参
考
に
、
今
後
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

○
受

講
者

か
ら
の
意

見
・
感

想
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【
機

密
性

２
】

令
和
元
年
度
老
朽
化
広
報
の
取
組
状
況
（
学
生
向
け
）

○
目

的

次
世

代
を
担
う
学

生
に
、
老

朽
化

の
現

状
、
対

策
の
必

要
性

に
つ
い
て
理
解

浸
透

を
図

る
。

○
日

時
：
令

和
元

年
6
月

2
1
日

（
金

）
○

場
所

：
国

道
1
8
0
号

首
部

大
橋

（
岡

山
市

）
※

学
生

２
5
名

参
加

▲
意
見
交
換

▲
ひ
び
割
れ
調
査
を
体
験

▲
打
音
調
査
を
体
験

▲
強
度
測
定
、
鉄
筋
探
査
を
体
験

■
岡
山
理
科
大
学

■
岡
山
大
学

○
日

時
：
令

和
元

年
8
月

8
日

（
木

）
○

場
所

：
国

道
2
号

百
間

川
橋

（
岡

山
市

）
※

学
生

4
8
名

参
加

▲
ひ
び
割
れ
、
打
音
調
査
を
体
験

▲
鋼
材
の
腐
食
状
況
確
認
を
体
験

▲
橋
面
の
点
検
を
体
験

▲
意
見
交
換

事
前
に
座
学
に
よ
り

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
講
義
を
実
施

（
7月

11
日
（
木
）
）
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【
機

密
性

２
】

令
和
２
年
度

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
等
主
催
の
研
修
等
（
岡
山
県
）

■
研
修
・
講
習
会
の
実
施
計
画

資料1-2

研
修
名

対
象
者

参
加
人

数
研

修
期

間
研

修
目

的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

概
要

1
橋
梁
保
全
に
関

す
る
講
習
会

自
治
体
職
員
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
土
木

建
設
会
社

5
0
人

(予 定
）

Ｒ
2
.6
月

頃

２
日

間

橋
梁
を
対
象
に
点
検
や
予
防
保

全
の
た
め
の
知
識
習
得
す
る
こ
と

を
目

的

・
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
、
点
検
記
録
の
方
法
、

マ
ニ
ュ
ア
ル

の
解

説
・
現
地
に
て
、
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

た
損
傷
区
分
を
判
定
し
、
点
検
結
果
を

持
ち
寄
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施

2
道
路
構
造
物
の

点
検
と
対
策
（
基

礎
）
講
座

自
治
体
職
員

4
0
人

（
予
定
）

R
2
.6
月

頃

１
日

道
路
構
造
物
を
対
象
に
点
検
や

予
防
保
全
の
た
め
の
知
識
習
得

す
る
こ
と
を
目
的

・
座
学
に
よ
る
道
路
構
造
物
（
ト
ン
ネ
ル

や
大

型
カ
ル

バ
ー
ト
な
ど
の

道
路

附
属

物
）
の
点
検
業
務
に
関
す
る
講
習

3
岡
山
県
橋
梁
保

全
実
践
講
座

自
治
体
職
員

3
0
人

(予 定
)

R
2
.1
0
月

中
旬

2
日
～
4
日

小
規
模
な
橋
梁
を
中
心
に
、
直
営

点
検
の
実
施
に
資
す
る
現
場
実

習
を
核
と
し
た
実
践
的
な
講
座
を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
技
術
力
の

向
上

を
目

的

・
市
町
村
管
理
橋
梁
を
題
材
に
、
現
場
で

実
際
に
も
の
を
見
な
が
ら
点
検
の
ポ
イ
ン
ト

等
に
つ
い
て
研
修
を
行
う

4
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

自
治
体
職
員

4
0
人

(予 定
)

R
3
.2
月

上
旬

１
日

橋
梁
等
の
道
路
施
設
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
苦
慮
し

て
い
る
事
案
等
に
つ
い
て
、
県
・

各
市
町
村
の
担
当
職
員
が
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
方
向
性
等
の

検
討
を
行
い
、
併
せ
て
、
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
技
術
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

・
事
前
に
、
市
町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
相
談

事
項
及
び
県
提
案
事
項
に
つ
い
て
、
県

等
か
ら
の
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
実

施
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【
機

密
性

２
】

平
成
３
１
年
度

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
等
主
催
の
研
修
等
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
）

■
研
修
・
講
習
会
の
実
施
計
画

定
期

点
検

要
領

の
見

直
し
に
関

す
る
説

明
会

等

講
習
会
名

対
象
者

研
修
期
間

研
修
目
的

1
点
検
支
援
技
術

に
よ
る
点
検
視
察

（
仮
）

道
路

管
理

者
担

当
職

員
令

和
２
年

度
点
検
支
援
技
術
に
よ
る
点
検
の
実
施
状
況

視
察
や
質
疑
応
答
に
よ
り
、
点
検
支
援
技

術
の
知
識
を
取
得
す
る
。
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岡山県内の令和元年度～令和５年度までの点検計画及び令和元年度の点検実施状況 資料２

【橋梁】 ※Ｒ１点検実績を踏まえ点検計画の見直し検討中。 単位：橋

うち来年度以
降点検予定

あり

(1,043) (292) (100.3%) (28.1%)
岡山国道事務所 1,042 291 195 136 237 183 0 293 100.7% 293 28.1%

西日本高速道路(株) 658 137 164 146 129 82 0 137 100.0% 137 20.8%
(16) (22)

本州四国連絡高速道路(株) 74 22 17 21 6 8 0 22 100.0% 22 29.7%

岡山県 3,699 656 727 773 833 707 3 645 11 8 98.3% 645 17.5%
(1,792) (2,220) (2,494) (2,111) (947) (100.0%) (0) (0.0%)

岡山市 9,564 6 526 3,451 4,557 1,024 0 1,792 29866.7% 1,792 18.7%

倉敷市 6,065 1,278 1,227 1,239 1,560 761 0 1,450 113.5% 1,450 23.9%

津山市 1,316 267 273 261 259 256 0 221 46 46 82.8% 221 16.8%

玉野市 516 104 104 104 103 101 0 104 100.0% 104 20.2%
(136) (186) (137)

笠岡市 761 134 185 143 159 140 0 136 101.5% 136 17.9%
(504) (75) (96) (100.0%) (14.9%)

井原市 503 90 80 110 115 108 0 75 83.3% 75 14.9%

総社市 810 163 163 160 162 162 0 163 100.0% 163 20.1%

高梁市 664 146 128 127 132 131 0 147 100.7% 147 22.1%

新見市 890 180 201 210 200 99 0 180 100.0% 180 20.2%

備前市 502 161 169 164 6 2 0 133 28 28 82.6% 133 26.5%

瀬戸内市 580 114 106 125 127 108 0 114 100.0% 114 19.7%
(130) (128)

赤磐市 566 167 91 111 110 87 0 130 37 37 77.8% 130 23.0%
(1,059) (212) (100.0%) (20.0%)

真庭市 1,053 206 210 208 217 212 0 212 102.9% 212 20.1%

美作市 816 167 166 111 162 210 0 167 100.0% 167 20.5%

浅口市 411 41 99 182 43 46 0 70 170.7% 70 17.0%

和気町 273 55 52 56 56 54 0 56 101.8% 56 20.5%

早島町 193 55 41 44 35 18 0 55 100.0% 55 28.5%

里庄町 73 19 19 18 17 0 0 19 100.0% 19 26.0%

矢掛町 280 77 78 78 47 0 0 60 17 17 77.9% 60 21.4%

新庄村 54 10 13 11 10 10 0 9 1 1 90.0% 9 16.7%

鏡野町 441 79 100 83 71 108 0 79 100.0% 79 17.9%

勝央町 134 26 27 27 27 27 0 26 100.0% 26 19.4%

奈義町 204 40 40 47 43 34 0 40 100.0% 40 19.6%

西粟倉村 53 10 10 10 12 11 0 10 100.0% 10 18.9%

久米南町 140 36 41 28 10 25 0 29 7 7 80.6% 29 20.7%

美咲町 461 55 120 125 100 61 0 55 100.0% 55 11.9%

吉備中央町 311 62 62 61 59 65 2 62 100.0% 62 20.1%
(33,114) (4,826) (5,472) (8,370) (9,604) (4,837) (5) (6,697) (138.8%) (6,697) (20.2%)

合計 33,107 4,854 5,434 8,370 9,604 4,840 5 6,691 147 144 137.8% 6,691 20.2%

管理者名 全施設数
R1 R2 R3 R4

H30迄
点検

実施率

災害等のた
め点検未実

施

点検
実施率

R元年度
迄

点検
実施数

点検計画

点検計画無
し

点検実績

R5 点検実
施済み

R1（R2.3.31時点見込み）

※全施設数は、平成31年3月31日現在の施設数。

※【２巡目点検計画無し】
岡山県：落石危険箇所のため通行止め措置を行っている区間３橋（井戸橋、井戸下橋、泉小橋）　。

　　吉備中央町：腐朽により全面通行止のため撤去を前提に検討中の１橋（青木橋）。
H24年度に上部工が流されたため？上部工撤去し全面通行止し、撤去を前提に検討中の１橋（紺屋１号橋）。

※上段（　）書きは、施設の増減や計画見直しを反映した数。（令和2年3月31日現在の見込み値）

精査中

※予算不足

※H26点検橋梁は全て点検済み

※予算不足

※H26点検橋梁は全て点検済

み

※管理施設の増によるもの

※予算不足

※H26点検橋梁は全て点検済み

※予算不足

※H26点検橋梁は全て点検済み

※予算不足

※H26点検橋梁は全て点検済み

※職員点検を予定であったが業務多忙により実施数減

※H26点検橋梁は全て点検済み

※架け替え中などにより未点検

※H26点検橋梁は全て点検予定

※職員点検を予定であったが業務多忙により実施数減

※H26点検橋梁は全て点検予定
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【トンネル】 単位：施設

うち来年度以
降点検予定

あり

岡山国道事務所 11 0 0 9 0 2 0 0  － 0 0.0%

西日本高速道路(株) 90 33 12 17 24 4 0 33 100.0% 33 36.7%
本州四国連絡高速道路(株) 8 1 0 3 2 2 0 1 100.0% 1 12.5%

岡山県 86 23 13 19 18 13 0 23 100.0% 23 26.7%

岡山市 14 1 0 0 13 0 0 1 100.0% 1 7.1%

倉敷市 10 0 0 0 0 10 0 0  － 0 0.0%

津山市 1 0 0 0 0 1 0 0  － 0 0.0%

玉野市 4 0 1 1 1 1 0 0  － 0 0.0%

笠岡市 1 1 0 0 0 0 0 1 100.0% 1 100.0%

総社市 1 1 0 0 0 0 0 1 100.0% 1 100.0%

高梁市 2 0 0 2 0 0 0 0  － 0 0.0%

新見市 6 6 0 0 0 0 0 6 100.0% 6 100.0%

備前市 1 0 0 0 0 1 0 0  － 0 0.0%

真庭市 5 0 0 1 1 1 2 0  － 0 0.0%

美作市 1 0 0 0 0 1 0 0  － 0 0.0%

浅口市 1 1 0 0 0 0 0 1 100.0% 1 100.0%

矢掛町 1 0 0 0 0 1 0 0  － 0 0.0%

西粟倉村 1 0 1 0 0 0 0 0  － 0 0.0%

美咲町 1 0 0 1 0 0 0 0  － 0 0.0%

合計 245 67 27 53 59 37 2 67 0 0 100.0% 67 27.6%

管理者名 全施設数

※【２巡目点検計画無し】
真庭市：劣化損傷のため通行止措置を行っている２施設（初和隧道、熊居峠トンネル）。

R1 R2 R3 R4

R元年度
迄

点検
実施数

H30迄
点検

実施率

点検計画

R5
点検計画無

し

点検実績
R1（R2.3.31時点見込み）

点検実
施済み

災害等のた
め点検未実

施

点検
実施率

精査中
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【シェッド】 単位：施設

うち来年度以
降点検予定

あり

岡山国道事務所 8 3 5 0 0 0 0 3 100.0% 3 37.5%

岡山県 17 0 6 5 3 3 0 0  － 0 0.0%

岡山市 2 0 0 0 0 2 0 0  － 0 0.0%

総社市 2 0 0 2 0 0 0 0  － 0 0.0%

美咲町 1 0 0 0 0 1 0 1  － 1 100.0%

合計 30 3 11 7 3 6 0 4 0 0 133.3% 4 13.3%

【大型カルバート】 単位：施設

うち来年度以
降点検予定

あり

岡山国道事務所 32 12 10 10 0 0 0 12 100.0% 12 37.5%

西日本高速道路(株) 115 25 42 33 6 9 0 25 100.0% 25 21.7%
本州四国連絡高速道路(株) 10 6 2 0 2 0 0 6 100.0% 6 60.0%

岡山県 54 14 8 10 10 12 0 14 100.0% 14 25.9%

岡山市 11 0 0 0 0 11 0 0  － 0 0.0%

倉敷市 6 0 0 6 0 0 0 0  － 0 0.0%

笠岡市 3 0 0 0 3 0 0 0  － 0 0.0%

総社市 3 0 0 0 0 3 0 0  － 0 0.0%

美作市 1 0 0 0 0 1 0 0  － 0 0.0%

里庄町 2 0 0 0 2 0 0 0  － 0 0.0%

奈義町 1 0 0 0 1 0 0 0  － 0 0.0%

吉備中央町 1 0 0 0 0 1 0 0  － 0 0.0%

合計 239 57 62 59 24 37 0 57 0 0 100.0% 57 23.8%

【横断歩道橋】（跨線橋以外） 単位：橋

うち来年度以
降点検予定

あり

岡山国道事務所 58 0 21 14 7 16 0 0  － 0 0.0%

岡山県 74 12 17 16 24 5 0 12 100.0% 12 16.2%

岡山市 75 0 4 0 71 0 0 0  － 0 0.0%

倉敷市 26 0 0 26 0 0 0 0  － 0 0.0%

津山市 5 0 0 0 0 5 0 0  － 0 0.0%

総社市 1 0 0 1 0 0 0 0  － 0 0.0%

浅口市 1 0 0 0 0 1 0 0  － 0 0.0%

里庄町 1 0 0 0 1 0 0 0  － 0 0.0%

合計 241 12 42 57 103 27 0 12 0 0 100.0% 12 5.0%

管理者名

管理者名 全施設数
R1 R2 R3 R4

H30迄
点検

実施率

R元年度
迄

点検
実施数

全施設数
R1

管理者名 全施設数
R1 R2 R3

H30迄
点検

実施率

R元年度
迄

点検
実施数

R元年度
迄

点検
実施数

R4

点検
実施率

点検実績
R1（R2.3.31時点見込み）

R5
点検計画無

し

点検計画

R2 R3 R4 R5
点検計画無

し

点検計画

災害等のた
め点検未実

施

点検
実施率

点検実績
R1（R2.3.31時点見込み）

点検実
施済み

R5
点検計画無

し 点検実
施済み

災害等のた
め点検未実

施

点検
実施率

点検実績
R1（R2.3.31時点見込み）

点検実
施済み

災害等のた
め点検未実

施

H30迄
点検

実施率

点検計画

精査中

精査中

精査中
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【横断歩道橋】（跨線橋） ※Ｒ１点検実績を踏まえ点検計画の見直し検討中。 単位：橋

うち来年度以
降点検予定

あり

岡山国道事務所 3 0 0 2 1 0 0 0  － 0 0.0%
(0) (1)

岡山県 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0.0% 0 0.0%
(1) (1) (0)

岡山市 2 0 0 1 1 0 0 1  － 1 50.0%

倉敷市 1 0 0 1 0 0 0 0  － 0 0.0%

玉野市 1 0 0 0 0 1 0 0  － 0 0.0%

総社市 2 0 0 0 1 1 0 0  － 0 0.0%

浅口市 4 1 1 0 1 1 0 1 100.0% 1 25.0%

里庄町 2 0 0 1 0 1 0 0  － 0 0.0%

合計 16 3 1 7 4 4 0 2 1 1 66.7% 2 12.5%
※上段（　）書きは、施設の増減や計画見直しを反映した数。（令和2年3月31日現在の見込み値）

【門型標識等】 ※Ｒ１点検実績を踏まえ点検計画の見直し検討中。 単位：施設

うち来年度以
降点検予定

あり

岡山国道事務所 61 0 5 21 26 9 0 0  － 0 0.0%
(82) (28) (28) (100.0%) (28) (34.1%)

西日本高速道路(株) 86 32 6 29 9 10 0 28 87.5% 28 32.6%
(4) (2)

本州四国連絡高速道路(株) 8 1 0 2 1 4 0 1 100.0% 1 12.5%

岡山県 36 6 7 4 9 10 0 6 100.0% 6 16.7%

岡山市 20 0 0 0 0 20 0 1  － 1 5.0%

倉敷市 7 0 7 0 0 0 0 0  － 0 0.0%

合計 300 67 25 60 45 55 0 64 0 0 95.5% 64 21.3%
※上段（　）書きは、施設の増減や計画見直しを反映した数。（令和2年3月31日現在の見込み値）

道路附属物等　合計 826 142 141 190 179 129 0 139 1 1 97.9% 139 16.8%

R3 R4
管理者名 全施設数

管理者名 全施設数
R1 R2 R3

H30迄
点検

実施率

H30迄
点検

実施率

R元年度
迄

点検
実施数

R元年度
迄

点検
実施数

R4

R1 R2

点検計画

点検計画無
し

点検計画
R1（R2.3.31時点見込み）

点検実
施済み

災害等のた
め点検未実

施

点検
実施率

点検実績
R1（R2.3.31時点見込み）

点検実
施済み

災害等のた
め点検未実

施

点検
実施率

点検実績

点検計画無
しR5

R5

精査中

精査中

※撤去、重複精査による減

※H26点検なし
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【
機

密
性

２
】

管
理
者

施
設
名

路
線
名

建
設
年

損
傷
の
具
体
的
内
容

措
置
状
況

対
応
方
針

管
理
者

施
設
名

路
線
名

建
設
年

損
傷
の
具
体
的
内
容

措
置
状
況

対
応
方
針

平
成
２
６
～
3
0
年
度
点
検
の
判
定
区
分
Ⅳ
施
設
の
対
応
状
況
（
岡
山
県
）

平
成
２
６
年
度
か
ら
３
０
年
度
の
定
期
点
検
に
お
け
る
、
判
定
区
分

Ⅳ
に
該

当
す
る
施

設
は

、
橋

梁
５
施

設
。

区
分

状
態

Ⅰ
健
全

構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
な
い
状
態

Ⅱ
予
防
保
全
段
階

構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
な
い
が

、
予
防
保
全
の
観

点
か
ら
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

望
ま
し
い
状
態

Ⅲ
早
期
措
置
段
階

構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
期
に
措

置
を
講
ず
べ
き
状
態

Ⅳ
緊
急
措
置
段
階

構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
、
又
は
生
じ
る
可
能
性

が
著
し
く
高
く
、
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態

※
判
定
区
分

管
理
者

施
設
名

路
線
名

建
設
年

損
傷
の
具
体
的
内
容

措
置
状
況

対
応
方
針

津
山
市

加
茂
橋

市
道
神
庭

２
２
号
線

1
9
3
5

【
H
2
8
点
検
】

主
桁
ゲ
ル
バ
ー
ヒ
ン
ジ
部
の

受
け
桁
側
に
、
ひ
び
割
れ
、

断
面
欠
損
を
確
認
。

全
面
通
行
止

↓ 交
通
規
制
な

し

ゲ
ル
バ
ー

補
強
、
断

面
修
復
を

実
施
済

H
3
1
.４

月
規
制
解
除

判
定
区
分

Ⅳ
→
Ⅰ

奈
義
町

石
ヶ
逧
橋

町
道
石
ヶ

逧
線

1
9
6
3

【
H
2
9
点
検
】

木
製

主
桁

の
腐

食
に
よ
る

破
断
が
生
じ
、
橋
半
分
が

落
橋
し
て
い
る
。

全
面
通
行
止

架
替
予
定

新
見
市

下
広
瀬

２
号
橋

市
道
唐
松

広
瀬
線

1
9
7
3

【
H
2
9
点
検
】

主
桁
・
床
版
に
著
し
い

腐
食
が
み
ら
れ
る
。

全
面
通
行
止

対
応
未
定

津
山
市

小
坂
橋

市
道
大
井

西
3
0
号
線

1
9
7
4

【
H
3
0
点
検
】

主
桁
の
継
手
部
ボ
ル
ト

が
2
0
本
中
、

2
本
脱
落

（
1
0
%
）
、
1
本
脱
落

（
5
%
）

の
2
か
所
で
確
認

さ
れ
た
。

全
面
通
行
止

↓ 交
通
規
制
な

し

ボ
ル
ト

設
置
済

R
１
.５

月
規
制
解
除

判
定
区
分

Ⅳ
→
Ⅱ

R
２
.２

～
ボ
ル
ト

取
替
工
事
着

手 (R
２
.４

月
完
了
予
定
)

真
庭
市

上
湯
船
橋

市
道
上
湯

船
線

1
9
8
2

【
H
3
0
点
検
】

床
版
木
材
腐
敗
欠
損
。

路
面
の

凹
凸
。

全
面
通
行
止

撤
去
予
定

＜
判
定
区
分

Ⅳ
の
リ
ス
ト
＞

○
橋
梁

＜
判
定
区
分

Ⅳ
の
リ
ス
ト
＞

○
道
路
附
属
物
等

○
ト
ン
ネ
ル 判

定
区
分
Ⅳ
該
当
施
設
な
し

判
定
区
分
Ⅳ
該
当
施
設
な
し
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